






























































































































陶板 (本業敷瓦 )は慶安３年 (1650) 以降に定光寺 (愛知県 ) にある
徳川家廟堂の敷瓦として使用されており、金沢城と新発田城で確認
できる使用年代もそれとほぼ同時期であることが判明した。また、北
陸地方では燻
いぶし
瓦が凍
い
てに弱いことから、現在に至るまで外壁に瓦を
貼った仕様の海鼠壁はほとんど普及せず、気候の面においても、富
山で海鼠壁を使用するのは不向きであった。以上のことから、高岡
築城当時にはまだ海鼠壁は発生しておらず、高岡城では使用されて
いなかったと考えられる。したがって、建築物や土塀の壁には、下
見板張りが施されたと考えるのが妥当である。
高岡古城公園の今後の在り方
　高岡古城公園は史跡と公園が混在しているが、「文化財」としての
保護管理と活用よりも、「都市公園」としての機能に重きを置いてい
るのが現状となっている。明治８年に公園となってから、市民の憩
いと文化振興の場として大いに利用されてきたが、平成18年、富山
県と高岡市が共同で世界文化遺産登録に立候補し、同21年に高岡開
町 400年を迎えるにあたって、高岡城跡の文化財としての存在価値
と今後の活用について、改めて議論されることになった。高岡城跡
が史跡に指定されているからには、「文化財保護法」に基づいて整備
をし、歴史教育の提供の場として活用されなければならないが、調
査研究も未だ途中段階であり、城の全貌や築城当時の歴史や様子を
学びとることはできない。近代の文化施設が設けられ、植樹されて
様変わりした現状と限られた歴史情報を照らし合わせながら、かつ
ての城内の様子を想像することは困難である。歴史教育の提供の場、
文化振興の場、癒しの場にしても、地域住民の利用を優先にした環
境づくりをしなければならないが、早い段階で何よりまず城跡全体
の正確な調査を実施するべきである。建造物を復元しなくても、情
報だけでも人々に提供することは可能であり、その結果から発展で
きる物事も出てくるに違いない。
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